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東京電力ホールディングス株式会社
浜通り廃炉産業プロジェクト室　宛
以下の通り、技術的要件に対し、充足有無を申告する
資格審査段階において提示が必要な事項は別添資料にて報告する
	技術的要件
	充足有無
(充足する場合は「〇」。充足しない場合は空欄のままにして下さい。)
	資格審査段階において提示が必要な事項（提示書類の様式は自由）
	当社が追って提示を求める可能性のある書類

	①BWR使用済燃料集合体69体を収納可能な輸送・貯蔵兼用の金属製キャスク（以下、「69体キャスク」と呼ぶ）製造に必要な設計等の情報、及びライセンス＊）を、当社が工場運営パートナーと共同で設立する予定の共同事業体に対して供与可能であること。
＊）６９体キャスク製造に必要な設計等の情報を使用して当該キャスクの製造・販売・保守等を行うために必要な知的財産権とノウハウ、及び製造・販売・保守等を実施する権利等
	
	－
	

	②①において諸情報並びにライセンスを供与可能とする69体キャスクの製造・使用に必要となる法令許認可事項の内、以下の（ア）、若しくは（イ）が取得されていること。
（ア） 使用済燃料輸送に関連する許認可事項の内、現在有効な設計承認が取得されていること（当該の事実を確認できる許認可当局のウェブサイトアドレスを提示すること）
（イ）使用済燃料貯蔵に関連する許認可事項の内、現在有効な型式証明が取得されていること（当該の事実を確認できる許認可当局のウェブサイトアドレスを提示すること）
	（ア）
（イ）
	左記の事項を示す許認可当局のウェブサイトアドレス
	（ア）核燃料輸送物設計承認書
（イ）型式証明承認書（NRAレター）

	③上記①を満足するが、②を満足しない場合、下記（ア）、（イ）及び（ウ）を満足すること。
（ア）①において諸情報並びにライセンスを供与可能とする69体キャスクの設計承認申請準備、及び型式証明申請準備を完了出来ると考える時期を月単位で提示すること＊）。
（イ）過去にBWR若しくはPWR使用済燃料集合体輸送・貯蔵兼用の金属製キャスクを設計した経験を有し、当該の設計について、使用済燃料輸送に関連する国内法令許認可事項の内、現在有効な設計承認が取得されていること、若しくは使用済燃料貯蔵に関連する国内法令許認可事項の内、現在有効な型式証明が取得されていること＊＊）。
（ウ）過去にBWR若しくはPWR使用済燃料集合体輸送用若しくは貯蔵用の金属製キャスクを設計した経験を有し、また、当該設計を採用したキャスクの製造、許認可取得、及び国内製品納入先における使用に係り特段の問題がなく、良好な実績を有すること＊＊＊）。
＊）今後の審査において詳細な開発スケジュールを確認する予定故、対応すること。
＊＊）当該の事実を確認できる許認可当局のウェブサイトアドレスを提示すること。
＊＊＊）今後の審査において実績を確認できる証明書類の提示を求める場合、対応すること。
	（ア）
（イ）
（ウ）
	（1） 準備完了
時期
（2） 左記の事
項を示す許認可当局のウェブサイトアドレス
（ウ）資格審査段階での提示は求めないが、今後の審査において提示を求める場合は対応すること
	（1） －
（2） 核燃料輸
送物設計承認書
型式証明承認書（NRAレター）
（ウ）応募者の品質記録等、及び電力会社等の公表した運転実績等

	④ 「原子力施設の保安のための業務に係る品質管理に必要な体制の基準に関する規則（令和二年原子力規制委員会規則第二号）」を満足する体制を構築可能であること＊）。
＊）今後の審査において、応募者の体制について確認を求める場合、対応すること。
	
	資格審査段階での提示は求めないが、今後の審査において提示を求める場合は対応すること
	


